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陳情番号 ５８ 付議年月日 ２．１１．２７  

件  名 急傾斜地崩壊危険地域における崩落防止工事についての陳情 

付 議 委 員 会 陳       情       者 

建設・企業常任委員会  ※陳情者の個人情報については、個人情報保護のため、削除しています。 

１ 陳情の要旨 

  急傾斜地崩壊危険地域において、明らかにいつ崖崩れが起きてもおかしくない（緊急性があ

る）場合は、それがたとえ民有地であろうと、県はその所有者に対して防止工事を速やかにす

るように働きかけが出来るようにしてもらいたい。 

 ① 人命保護を第一とし『急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律』等の法律の民有地

への拡大解釈かつ柔軟な適応をお願い致します。 

 ② 金銭的に防止工事を行えない所有者に対しての何らかの優遇措置の創設などをお願い致

します。 

 

２ 陳情の理由 

  崖の所有者が崩落防止工事の依頼を無視し続けた為
ため

、今にも崖が崩れそうな状態になってし

まいました。土木事務所に相談に行きましたが、このような状態でも民有地の場合は何の権限

もないと言われ、何にもしてもらえませんでした。 

  案の定、半分程度が崩れてしまいました。しかしこの状態でも、所有者が崩落防止工事をし

てくれないため、再度土木事務所に行き所有者に対して指導等をお願いしました。しかし、ま

たしても担当者は民有地の場合は、よほど大きな造営物でも造った場合を除き何の権限もない

ので何もできないといい、またもや何もしてくれませんでした。 

  このような状態では、いつまた崖が崩れるかわからず、不安と緊張の連続という生活を強い

られています。とても安心して日々を送ることができない状態です。 

  また、つい最近逗子市でマンション管理の怠慢などから、やはり崖が崩れ女子高校生が死亡

した事件がありました。このようなことを二度と起こさない為にも、よろしくお願いする次第

です。 
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陳情番号 ９７ 付議年月日 ３．１１．２５  

件  名 県立相原高校跡地保全活用について陳情 

付 議 委 員 会 陳       情       者 

建設・企業常任委員会 ※陳情者の個人情報については、個人情報保護のため、削除しています。 

【陳情の要旨】 

県立相原高校跡地の保全活用において、シンボルツリー・クスノキを教育財産から普通財産に

変更した経緯を明らかにし、正すことを県議会として県知事並びに担当の交通企画課に働きかけ

てください。 

 

【陳情の理由】 

 2019年４月１日の県立相原高校の移転に伴い、跡地は教育財産から普通財産に変更された中

で、演習林は伐採され、現在はシンボルツリー・クスノキと、わずかな樹木だけが残されていま

す。 

 クスノキは1923年の相原高校創立記念に植樹され、卒業生はもちろん地域住民からも愛され続

けてきた歴史的自然文化遺産とも言える宝です。 

 駅前再開発工事に支障があるとして、令和３年度に伐採予算が組まれていることに憤りを覚え

ます。 

 なぜクスノキが教育財産から普通財産になったのか、経緯を議会として調べ、貴重な緑の保全

に配慮するよう、県議会として担当部局に働きかけるよう求めます。 
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